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1　自己点検・自己評価の目的

学則第34条

「教育水準の向上を図り、本学校の目的及び社会的使命を達成するため、教育活動等の状況について自ら

点検及び評価を行う。」

　上記の学則に基づき、評価の結果から達成度や妥当性など組織的・継続的に改善を図り、学校関係者の理解・

協力を得て、職員一丸となって教育水準の維持・向上、特色のある学校運営につなげることを目的とする。

２．令和7年度自己評価の実施方法

　　①　評価期間　　　　　　　　　　　　　　R7.4～R8.3

　　②　評価者　　　　　　　　　　　　　　　学校教職員12名　　学校運営会議報告済

３．学校関係者評価委員会　　　　　R8.5月開催予定

４．評価集計結果　　　　　【評価基準　4：適切　　３：ほぼ適切　　２：やや不適切　　１：不適切】
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Ⅶ 学生募集 3.5 3.4
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Ⅰ教育理念・目的・目標・育成人材像　

  R5年度３年課程開設を機に、社会のニーズ、新カリキュラムの主旨を踏え教育理念・目的・目標を設定し、

周知を図るため、学則、学生便覧、学校HPに記載・掲載している。

　教育目標を軸に各学年ごと段階的に学年到達目標を設定し、学年末に振り返りを行っているが、

特に１年生は、看護専門職者としての社会人基礎力及び倫理性に関する内容、係りや委員会の役割責任を果たす、

基礎知識・技術についての主体的な予習・復習、看護につながる地域・社会に関心を持つ等の達成が低い状況。

2年生、3年生は全体としてほぼ目標達成に向かっており、学習の積み重ねが示されている。

教員・学生ともに、定期面接時には学年到達目標と合わせ振り返りを行い、課題対策・目標に向かえるよう学生支援に

つなげていくことが必要となる。（学年目標到達状況に関する振り返り参照）

また、教育理念等設定から３年が経過している。教育課程の振り返り、学生の状況を踏まえ見直し等確認が必要となる。

Ⅱ学校運営

　本校は上田市医師会が運営する組織であり、上田市医師会定款に上田看護専門学校の学則・細則を位置づけ

設置の主旨と目的を明記している。同定款に人事、給与に関する制度を定めている。

　財政的に厳しい状況ではあるが、限られた予算・補助を有効的に活用し、教育の質向上のために必要な環境整備は

優先的に行っていくことが必要である。

　学生確保の改善がみられず学校運営が厳しい状況に対し、看護学校教員の給与改定及び一時定期昇給の見送り

及び抑制という方法がとられた。　本来の健全な学校運営を目指していくことが必要と考える。

Ⅲ教育活動

　3年課程第１期生が本年度卒業となる。３年課程の教育課程（授業・実習配置）について、教員・学生双方の声をきき、

カリキュラム評価を行い、課題に対して修正していくことが求められる。特に新カリキュラムの主旨となっているICTを

活用するための基礎的能力、臨床判断能力の基礎基盤となる専門基礎分野、専門分野の講義方法（演習の持ち方）

等の振り返りが必要となるが、すべての学年において臨床判断に関連する項目の達成度が低い状況である

（学年目標達成上記に関する振り返り参照）。授業の中で学生同士が意見を交わし、考え学び合える状況設定の工夫

を領域別に検討を重ねていく。

また外部講師に対しては、講師依頼の際や講師会の場で、学生の特徴や動画視聴など教材を含め、情報を提供して

いくとともに、学生のリフレクションシートから授業の理解度及び学習ーズを講義の参考に活かしていただく。

　教員の質向上は対面研修やWEB研修等により学びを重ねている。学生同様、ICT教育に対応していくための

知識を身につけ、技術操作にも慣れていくことが求められる。

　学校教育法改定に伴う第3者評価の取入れの準備を進めていく。

Ⅳ学修成果

　3年課程第1期生は、入学時26名、留年4名、退学1名、卒業時21名、卒業率80.7%。

　卒業の時点で就業が決定している者は20名。１名は未定。卒後のフォローアップは、卒後1年近く経過した

ところで、取り組みが実施できるよう卒業時に説明し参加を呼び掛ける。卒業生の声をきき、教育活動の改善に努め

　2期生は、入学時２2名、退学3名、休学1名。3期生は、入学時16名、休学１名。

　学力の弱さに加え、学習への取り組み、生活態度等、適正面で課題が目立ち、面接・指導を重ねるが改善が難しく、

結果、休学、進路変更・退学となっている。

　学生数は減っているものの、指導を怒られたと捉え攻撃的になったり、受け入れを閉ざす傾向のある学生の

学習面・生活面における関りに多くの時間と神経を費し、教員の疲弊につながっている。

教員の心身の健康保持及びモチベーション保持を目的に、教職員の役割分担・指導体制の見直しを行った。

学校として相談に乗り、キャリア形成、離職防止に向けサポートしていく。
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Ⅴ学生支援

　R7年度より高等教育修学支援新制度が適用となり13名の学生が対象となる。そのほかの修学資金も含め

貸与者は在校生58名中43名と、74％の学生が修学資金を受けている。定期代・駐車場代金一部補助制度と合わせ

学生の経済的支援につながっている。学生アンケートより80％以上の学生が授業料の金額は妥当であり、

90％以上が学費サポートも整っていると回答し満足度は高い。

令和８年度は、機関要件（国試合格状況）を確認し、社会人学生の支援として専門実践教育給付金を申請予定。

　第3期生で、地元定着を目的としている上小医療圏看護職員修学資金貸与を受ける学生はいない。

学生確保・地元定着・就学支援につながる修学資金（給付型）の検討が求められる。

　学生相談については、精神面でのサポートとしてカウンセラーを配置している。また、教員側も常時また定期的に

一斉面接を行い学習面、学校生活における相談を受けサポートにあたっている。

学生のアンケートからは、教員が親身・優しい・頼りになる・楽しい等、高い評価を得ている。

（学習環境等改善のためのアンケート調査参照）

Ⅵ教育環境

　学習環境については、学生にアンケート調査を実施。

　ICT教育進展の中で、学生及び外部講師からの声、今後の遠隔授業等に備えWi-Fi環境の整備を年度内

に行う予定。また、冷暖房の設備はあるものの猛暑による教室の暑さ、冬の寒さへの対策として各教室の窓に2重サッシ

の取り付けを検討中である。男子トイレの洋式化（1器）も予定通り3月実施予定であり、教育上の必要性に

対応できるよう環境整備に取り組んでいる。

　インシデント発生時はレポートの記載の指導および教員間での共有はしているが、担当した教員に

　対応は任されており、今後は教員全体で分析し対策を立てるなどの対応が必要である。

Ⅶ学生募集

　学生確保の取り組みとして、あらゆる場面で学生やその家族等に気付いて関心を持ってもらえるよう、

SBCスポットコマーシャル放送・医師会館北側壁面へ横断幕（「学生募集」・オープンキャンパス開催中」）

の適時掲示等により、積極的な広報活動を行っている。

R7年度からは、これまでの学校独自の成績優秀者奨学金に加え、通学にかかる交通費の一部を補助し、

市外学生の確保にも取り組んでいる。

少子化が進む中、大学志向や都市志向の学生や社会人学生に対し、いかに地元の専門学校の魅力を

伝えられるか、また選ばれる学校になるために必要なものは何か、本校の認知度がさらに上がるような取り組み、

また、高校生のみならず中学生や小学生にも関心を持ってもらえるような取り組みが今後の学生確保に

つながるものと思われる。

上田市に広報に関する協力を依頼、上田市の医療を守るためにも上田市をあげて学校を応援してもらえる

体制があるとありがたい。

Ⅷ財政

　学生からの徴収金のほか、医師会からの繰入金や県・市からの補助金等をもとに予算・収支計画を立てており、

また、年度中にも見直しを行い、適正かつ有効な予算執行に務めている。5月には、会計事務所による監査及び

医師会監事よる監査を行っており、財務情報については学校ホームページにおいて公開している。

　補助金や繰入金に頼らない健全な財政を目指し努力しており、R7年度は人件費抑制の取り組みも行っているが

財政に直結する学生の定員割れの影響は非常に大きく、行政からの財政支援の継続とともに大きな課題である。
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  Ⅸ法令

　 法令、専修学校設置基準などを遵守し、適正な運営を行っている.

 学校教職員一人一人が自己点検自己評価を行うとともに、学校関係者の評価、意見を取り入れつつ魅力ある学校

に取組んでいる。学校評価結果（自己評価・学校関係者評価）については、ホームページで公開している。

　学校教育法の一部改訂に伴う学則変更の県への届を滞りなく行っていく。

Ⅹ社会貢献・地域貢献

　昨年に引き続き、学校祭、年2回の地域清掃、実習施設である千曲荘病院の病院祭、信州上田医療センター、

上田市子育て家族応援事業の学生ボランティア活動に教員も参加し支援している。特別講演会は、落語家の

三遊亭楽春先生をお招きし、昨年同様、多くの一般参加者に学校を知っていただく機会となった。

　3年課程初の卒業生の就業状況は、上小71%（上田市43%、小県29%）、県内90%と、地元定着率は高く

地域医療に貢献をしている。（3.24．国試合格状況により変動します）



5 / 7 

令和 8年度 上田看護専門学校 学校関係評価委員会 【会議録】 

1. 日時；令和 8（2026）年 05 月 19 日（火）午後 6 時 30 分から午後 7 時 10 分頃まで 

2. 場所；上田医師会 第 1 会議室 

3. 出席者 計 10 名 

①自己評価委員；学校教職員 ８名 

 橋本 至永  （学校長） 

鳥羽 泰之  （副学校長） 

柳原 渉   （事務局長） 

舟見 高子  （学校教務課長） 

土屋 真澄  （学校教務課長補佐） 

金井 幸子  （看護学科 3 年課程・教務主任） 

三井 みどり （看護学科 3 年課程・教務主任補佐） 

西沢 由美枝 （学校主務主任） 

②学校関係者評価委員 ２名 

 酒井 秀樹  （上田市教育委員会 教育長） 

岡部 由美  （丸子中央病院 看護部長） 

4. 内容 

1）. 開会 

2）. 学校長挨拶 

3）. 自己紹介 

4）. 会議内容 

（1）学生の動向について（資料 1）      金井主任 

（2）R7 年度自己評価結果について（資料 2）  舟見課長 

（3）質疑応答                学校関係者委員 

5）. 閉会 

 

5. 質疑応答・助言 

質疑応答者 質疑応答内容 

学生募集に関して 

鳥羽副学校長 

 

 

 

 

 

 

 

学生募集で、学生の評価を落とすと成績も落ち、学習習慣のない学生を

受け入れ、結果的に看護師国家試験も不合格になる。しかし、学校運営の

ためには学生を集めなくてはならない。国家試験に合格するためにゼミ

（他社の）をうけ、入口と出口に力を入れなくてはならないという外部委

員からの助言を得ている。 

小諸看護学校の閉校があるが、大学志向でそちらに行くことも考えられ

る。苦学生もいると思うので、奨学金を使っても大学に行く可能性もある

が、3 年間で学べる養成所で大学よりも学費は安いことも含めて、細かい

計画を立てて（外部員と）相談して進めていく。 
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橋本学校長 

 

教育長 

 

 

鳥羽副学校長 

 

 

岡部看護部長 

 

 

学校長 

 

金井教務主任 

 

 

酒井教育長 

 

 

 

鳥羽副学校長 

病院見学での統制の提案 

 

 

 

 

 

岡部看護部長 

 

 

酒井教育長 

 

 

 

舟見教務課長 

 

鳥羽副学校長 

 

 

 

専門学校に入学しているが、基礎学力を小中学校からお願いしたい。 

 

教育の現場も、入職するとうまくいかず離職する人が多くいる。先輩教員

から指導するが教員疲れもある。 

 

看護師に魅力がないという現代。職業に対する対価（給料）なのか、募集

をどのように行えば、なり手が増えるのか疑問。 

 

コロナがあって、コロナが明けて、親御さんが「看護はあまりよくないよ」

という風潮を子供たちに伝えている。 

 

朝ドラ「風、薫る」で魅力を伝えられるのか。 

 

丸子中学校で、7 月 7 日午後に 3 年生に向けて看護に関して講義する予定

である。 

 

中学校の職場体験は行っている。5 月から、各学校に連絡してコンタクト

をとってもらえば可能。3 学年の生徒の部活が終わり 3 年生の教員が担当

し、施設へ電話する。 

 

病院見学を希望した場合、学校が統制することができないか。中学生に向

けて将来看護師になりたい生徒に今から地域の病院に見学がいけますけ

ど、どうですか、というようなこと。そのためには、各医療機関が「来て

いいよ」となっていなくてはならない。統制されたところから、これらの

病院診療所の見学はいいですよというリストから選択して、見学できる出

所が一か所の方がよいのではないか。それを看護学校が行うのはどうか。 

 

職場体験に来た生徒に、上田に、上田看護専門学校がありますよというお

知らせはできる。資料を預かり、配布することもできる。 

 

各校の校長には病院見学等の希望がある子ども達がいるようであれば、看

護学校に電話連絡をしてもよいことを伝える。職場体験は前年度同様の場

所を選択することが多いが、コロナで病院とは一回切れてしまった。 

 

いつ、病院施設で見学を行っているのか、把握しづらい。 

 

いつ行くかどうかは、電話もらったところとその施設で相談すればよい。

看護学校は、病院見学のまとめ役。文書の責任は『学校』としておく。ダ

メであれば、他の施設を案内するということ。 

懸念することは、病院見学となると看護師だけでなく、リハビリスタッフ
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岡部看護部長 

 

国試対策について 

土屋教務課長補佐 

 

岡部看護部長 

 

鳥羽副学校長 

 

実習の前倒しについて 

教員から 

や薬剤師さんもいらっしゃる。そのことが、学生募集にはつながらない

が・・・。 

 

国家試験対策はどのように行っていくのか。 

 

色々な会社での強化対策のゼミや、講習を受けて自己負担で短期間で受講

することもしている。 

 

受講するとなるとそこも学校で負担すればいいのではないか。 

 

実習はもう少し早く終わることができないのか。 

 

実習は 11 月で終了し、他校よりは早く実習は終了している。これ以上

早く終了することはできない。 

12 月から模擬試験 9 回から 10 回を入れ、自己採点、振り返り、必要な

学生は面談指導をして対策を考えていくプロセスをとっている。また、3

年生の実習始まる前に、国家試験対策のガイダンスを設け、実習中も意識

した国家試験対策をしていく。受け持った患者の疾患の理解や看護を学習

し、特にその疾患の理解とその解剖生理学の知識の定着をめざす。 

初めて 3 年課程の学生の国家試験を経験し、試験の向き合い方の必死さ

が 2 年課程と違い、3 年課程の学生は必死さが感じられなかった。 

 

以上 

 

まとめ 

 学生募集に関して、中学生に対しての職業体験学習への参加、看護学校への案内と病院見学の案

内とその統制の方法、国家試験対策に関して、3 年次の実習期間について質疑やご意見があった。 

 

以上、質疑・助言をいただくとともに、令和 7 年度の自己評価について承認を受ける。 


